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　Navier–Stokes 方程式の解の Euler 方程式の解への収
束については，今まで多くの研究が行われてきており，
それぞれの条件の下で結果が得られている（例えば，
粘性が 0 に近づくときの 2 次元非圧縮流の収束の速さについての例
菊 地 慶 祐＊
An Example about Rates of the Convergence of Motions of the Two-dimensional
Incompressible Fluids as Viscosity goes to 0
Keisuke Kikuchi＊
　Under the condition that the initial vorticity  satisfies  and  as , we prove 
solutions of 2 dim. Navier-Stokes equations converge solutions of 2 dim. Euler equations with rates of  as the 
viscosity  goes to 0. At the time of , the above rate of the convergence becomes in particular the necessary condition.
[1]，[2] 等）．それらの中で最も優れたものの一つは，本
学情報工学科水町氏が 1988 年に発表した [3] であろう；
同氏が示した結果を収束する速さに関する部分に限っ
て，少し簡略化して述べると次のとおりである．
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　2 次元 Navier–Stokes 方程式，2 次元 Euler 方程式の
初期値 が，(1.3) および
(1.6)　















































であるから，(2.5) と合わせて (2.6) が得られる．
　よって，線形微分方程式の対 (2.3a)，(2.3b) の解 (2.4)，
(2.5) はそれぞれ渦方程式 (2.1)，Navier–Stokes 方程式
(1.1) の解となっている．










程式 (2.2) の解は，定常解 (2.7) に限られるが，一方，
の場合については，解の一意性が成立するかどう
















































































































































　これより， の場合についても (3.4) が成り
立つことが導かれる． ［証明終］


























































(4.5)   











　従って，補題 3 から， である点 において
　
が成り立つことがわかる．
　以上から，(4.4) と合わせて， のとき，(1.5) が最
良評価式であることが示された．
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が成り立つことがわかる．























(5.3)，(5.4) に補題３を適用して，0 ＜ ＜ 1 の場合につ
いても (1.5) が成り立つことが示される． ［証明終］
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